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「指導的イデー」として抽出された文化意識はジャンルを横断する批評として主体化さ
れる。それが文化そのものを社会的な力に転化させていく71。したがって批評はまた「多
衆」の組織化、「大衆」＝「主体」形成論として72、対自的な民衆の出現を呼び掛ける。
文化・文化意識に対する戸坂の理論的な関心は、実は第一次世界大戦後「文化の意識に
立脚して文明批評を試みた」桑木厳翼や土田杏村のような文化哲学者の言説を踏まえたも
のだ（3・486）。桑木、杏村らの「文化」概念に関しては、ドイツ観念論の系統に属し「文
化主義」の枠内に止まる「小市民的インテリゲンチャの世界観の一支柱類」であると直ち
に肯定しないものの、「文明批評」という課題自体の意義を認め、「現実の諸文化の批評」
を行う「文化批評・文明批判の類」は「文化の理論の最も活動的な内容」、「認識論の季節
的な重大使命」ないし「クリティシズムの活動」であるという（3・486-487）。戸坂の批
評論は「文明批評」・「文化主義」の思潮を止揚したものと言えよう。
おわりに
以上、戸坂の批評論に重きを置き、大西祝に始まり「文明批評」・「文化主義」を経た批
評論の展開を考察してきた。近代の「批評」は商業出版・活字メディアを存立の条件とし
て、不可避的にイデオロギー的存在となった。しかし戸坂は現実の変革を志向する潜勢力
を批評に読み込もうとする。批評史から見ると、彼による批評の実践は「局外批評」とし
て、「文芸批評」にアクチュアリティを注入する試みである。それはもっぱら文学的に享
受されてきた批評を認識論の見地から論じることによって、観念の独走に歯止めをかける
ものだ。一方で哲学史から言えば、批評・ジャーナリズムを哲学的考察の範囲に入れるこ
とは、「日常性」を顧みない観念論哲学への批判と考えられる。そこにおいて批評として
の哲学は現実への感受性に基づきつつ否定という媒介によって文化的普遍性を目指す弁証
法的な運動になる。
キーワード　批評、大西祝、戸坂潤、クリティシズム、ジャーナリズム、認識論
（GUO Chiyang）
71　同上、485頁。
72　前掲森論文と吉田傑俊『「京都学派」の哲学』（大月書店、2011年、165頁）を参照。
